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テーマ4　小課題番号4.1

総合研究所・都市減災研究センター（UDM）　新規導入設備（平成２３年度）
長距離無線ＬＡＮ・非常用通信システム
水野　修・淺谷耕一（工学院大学工学部情報通信工学科）、中里秀則（早稲田大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．概要
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災害対策拠点の分散化を支援し，かつ耐災害性の高い通信システムとして「長距離無線LAN・非常用通信システム」を構築した．これは，災害発生時では既存の携帯電話網などが満足に使用できないことが想定できるため，無線LANシステムを組み合わせて実現する．本システムは，被災地区内の情報受発信のための「情報収集配信システム」，被災が小さく，既存通信インフラとの接続が可能な拠点（以下バックアップ拠点）との通信を行う「長距離無線LANシステム」，被災地区間の情報連携を行うための「区域間通信システム」から構成した．概要図を図１に，仕様を表１に示す．
表１　システムの仕様概要

	システム
	周波数
	親局
	子局
	距離

	情報収集配信システム
	4.9GHz
	工学院大
新宿キャンパス
	西新宿内（可搬:5台）
	約400ｍ

	長距離無線LANシステム
	4.9GHz
	工学院大
新宿キャンパス屋上
	工学院大八王子キャンパス5号館屋上
	約34Km

	区域間通信システム
	5.6GHz
	工学院大
新宿キャンパス屋上
	早稲田大学
大久保キャンパス55号館屋上
	約3Km


図１　長距離無線LAN・非常用通信システム概要
２．情報収集配信システム

西新宿地区にあるビル，避難所と災害対策本部間の通信を実現する4.9GHz帯のアドホックネットワークシステムである．主要な無線機器構成および仕様を表２に示す．

本部に設置する親局はコリニア型無指向性アンテナとし，複数の子局からの通信を同時に実現する．子局は指向性のあるパッチアンテナを持つ移動局であり，５局まで設置できる．

システムの写真を図２に示す．

[image: image2.emf]表２　情報収集配信システムの無線機器構成
	
	機器名
	型番
	メーカー
	数量
	備考

	親局
	無線機
	JRL-
749AP2
	日本無線
	1台
	4.9GHz

	
	アンテナ
	NZA-657
	日本無線
	1台
	利得5dB　 

	
	同軸ケーブル
	７ZCWN０００５
	日本無線
	1本
	　

	子局
	無線機
	JRL-
749ST2
	日本無線
	５台
	4.9GHz

	
	アンテナ
	NZA-
6４6
	日本無線
	５台
	利得5dB　 

	
	同軸ケーブル
	７ZCWN０００５
	日本無線
	５本
	　


図２　情報収集配信システム　　

（左：親局，右：子局．円内はアンテナ）
３．長距離無線LANシステム

　新宿とバックアップ拠点である八王子を結ぶ無線LANシステムである．主要な機器構成，および仕様を表３に示す．新宿側は事務所等で2.4GHzが多数使われており，干渉を避ける考えから，4.9GHz帯システムとした．新宿～八王子は約33Km離れているため，利得の高いパッチアンテナを双方の屋上（親局側アンテナ：工学院大学新宿キャンパス屋上，子局側アンテナ：工学院大学八王子キャンパス5号館屋上）に設置した（図３）．無線機はアンテナの横のボックスに格納しているが，電源供給はLANケーブルを用いて屋内（新宿側：A-2234室，八王子側：11－362）から供給する．なお，停電時の電源確保のために，課題4－2で検討した電源システムと接続されている．
[image: image3.emf][image: image4.emf]表３　長距離無線LANシステムの無線機器構成
	項番
	機器名
	型番
	メーカー
	数量
	備考

	親局
	無線機
	JRL-749AP2
	日本無線
	1台
	4.9GHz

	
	アンテナ
	NZA-647
	日本無線
	1台
	21dB 

	
	電源供給ユニット
	GMN-101A
	日本無線
	1台
	　

	子局
	無線機
	JRL-749ST2
	日本無線
	1台
	4.9GHz

	
	アンテナ
	NZA-64７
	日本無線
	1台
	21dB

	
	電源供給
ユニット
	GMN-101A
	日本無線
	1台
	　


図３ 4.9GHz帯アンテナ
(左:親局(新宿)，右:子局(八王子)
４．区域間通信システム

　新宿区内の拠点ビルを結ぶことを想定した無線LANシステムであり，通信区間は工学院大学新宿キャンパス～早稲田大学大久保キャンパスの約2Kmである．主要な機器構成，および仕様を表４に示す．ここでは2.4GHz帯を避け，4.9GHｚ帯も本システムで多用していることから，5.6GHz帯の無線LANシステムを採用した．パッチアンテナを双方の屋上（親局側アンテナ：工学院大学新宿キャンパス屋上，子局側アンテナ：早大大久保キャンパス55号館屋上）に設置した（図４）．３．と同様に，電源供給はLANケーブルを用いて屋内から供給し，停電時の電源確保のためにUPS電源と接続されている．

[image: image5.emf][image: image6.emf]表４　区域間通信システムの無線機器構成
	項番
	機器名
	型番
	メーカー
	数量
	備考

	親局
	無線機
	JRL-710AP3
	日本無線
	1台
	5.6GHz

	
	アンテナ
	NZA-646
	日本無線
	1台
	18dB

	
	電源供給ユニット
	GMN-101A
	日本無線
	1台
	　

	子局
	無線機
	JRL-710ST3
	日本無線
	1台
	5.6GHz

	
	アンテナ
	NZA-646
	日本無線
	1台
	18dB

	
	電源供給ユニット
	GMN-101A
	日本無線
	1台
	　


図４　5.6GHz帯アンテナ

（左: 親局(新宿)，右: 子局(早稲田)）
５．おわりに
次年度は本年度構築したシステムを用いて基本特性を明らかにするとともに，減災用のアプリケーションと組み合わせたシステムの運用方式を検討する．
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